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はじめに
北陸地域に広く分布する手取層群からは，植物化

石，軟体動物化石，脊椎動物化石が豊富に産出し，
ジュラ紀から白亜紀の古生物や古環境の研究における
重要な地域として古くから調査研究がなされてきてい
る．とくに1985年に初めての恐竜化石が発表されて以
来，石川・福井・富山・岐阜の各県から恐竜化石が見
つかり，現在， 6 種類の恐竜化石が新種として記載命
名されている．中でも福井県勝山市北谷町では，その
うちの 5 種類が1989年以来続いている発掘調査の成果
として産出しており，２０17年には発掘現場も含めて
「勝山恐竜化石群及び産地」として，恐竜化石として
は日本で初めて国の天然記念物に指定された（２０17年
２ 月 9 日公告， 3 月２２日文化庁告示第２4号）．
今回，化石研究会第35回総会・学術大会が福井県立

恐竜博物館で開催されることを機に，恐竜を題材に記
念講演をすることとなった．しかしながら，筆者は恐
竜化石ではなく軟体動物化石と地質学を専門としてお
り，恐竜について深く掘り下げた議論はできないの
で，手取層群の恐竜化石についての概要を述べるにと
どめる．講演では，柴田ほか（２０17）に基づいて手取
層群の恐竜化石相を東アジアの恐竜動物群との比較な
ども紹介したが，筆者自身の成果ではないので，本稿
では簡単に触れる．

手取層群の恐竜化石
1978年に岩手県岩泉町から日本で最初の恐竜

化石（モシリュウ）が発見された（Hasegawa�et�al.�
1991）（２０17年 6 月 5 日，山口県下関市で1965年に恐
竜の卵化石が発見されていたことが福井県立恐竜博物
館で発表され，最初の恐竜化石は山口県となった）．
それ以降，日本各地で恐竜化石が発見され，２０17年 6
月現在，産出地は 1 道18県に及ぶ．

� 北海道（中川町，小平町，夕張市，むかわ町）
� 岩手県（久慈市，岩泉町）
� 福島県（南相馬市，広野町，いわき市）
� 群馬県（神流町）
� 長野県（小谷村）
� 岐阜県（飛騨市，白川村，高山市）
� 富山県（富山市）
� 石川県（白山市）
� 福井県（勝山市，大野市，福井市）
� 三重県（鳥羽市）
� 和歌山県（湯浅町）
� 兵庫県（丹波市，篠山市，洲本市）
� 徳島県（勝浦町）
� 香川県（さぬき市）
� 山口県（下関市）
� 福岡県（北九州市，宮若市）
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要旨
日本の恐竜化石は 1 道18県から知られており，北陸地域の手取層群からは現在 6 種の恐竜化石が新属

新種として記載されている．こうした北陸地域の恐竜化石のあらましを紹介し，福井県勝山市北谷から
の勝山恐竜フォーナと石川県白山市白峰地域からの白峰恐竜フォーナで代表される手取恐竜フォーナに
ついて概説する．

キーワード：　勝山恐竜フォーナ，白峰恐竜フォーナ，手取恐竜フォーナ，手取層群
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� 長崎県（長崎市，西海市）
� 熊本県（天草市，御船町）
� 鹿児島県（長島町，薩摩川内市）
手取層群は，富山，石川，福井，岐阜の 4 県にまた

がって分布し（一部，長野県と新潟県にも分布），下
位より九頭竜亜層群（ジュラ紀中期～後期），石

い

徹
と

白
しろ

亜層群（ジュラ紀後期～白亜紀前期），赤岩亜層群
（白亜紀前期）に区分される（前田�1961）． 3 亜層群
はそれぞれ，海成層，汽水成層，陸成層と考えられ，
恐竜化石が産出するのは石徹白亜層群と赤岩亜層群で
ある．

富山県の恐竜
富山市おおやま地域（旧大山町）には日本最大規模

の足跡化石面があり，竜脚類，鳥脚類，獣脚類，ヨロ
イ竜類の足跡化石が見つかっている（後藤�1993；富
山県恐竜足跡化石調査委員会�1997；藤田�２００２）．富
山県恐竜化石調査委員会（1997）によれば，1996年の
調査で鳥類などを含めて3０２点の足跡化石が見つかっ
ており，連続歩行痕も認められる．その後の試掘調査
によって国内初のヨロイ竜類の足跡化石が見つか
り，また獣脚類の歯の化石も見つかっている（富山県
恐竜足跡化石協議会�２０００；藤田�２００２；Fujita�et�al.�
２００3）．さらに，イグアノドン類の歯の化石も２００4年
に発表されている（富山市立科学博物館　２００5；平澤
ほか�２０1０）．地層は，手取層群赤岩亜層群に対比され
る跡津川累層和佐府互層である可能性が高い（富山県
恐竜足跡化石調査委員会�1997）とされているが，古
地磁気調査から石徹白亜層群に対比できる古緯度が得
られており（広岡ほか�２００２），年代測定を含め，層序
的な観点からさらに検討が必要と思われる．

石川県の恐竜
石川県白山市（旧白峰村）に分布する石徹白亜層群

桑島層からは， 8 種類の恐竜化石が報告されている．
そのうち 1 種，Albalophosaurus yamaguchiorum（アル
バロフォサウルス・ヤマグチオロウム）が新属新種と
して記載されている（Ohashi�and�Barret�２００9）．ほ
かは竜脚類の歯，獣脚類の歯（東�1989；東・長谷川�
1989），イグアノドン類の歯（Hasegawa�et�al.�1995 ; �
Barrett�and�Ohashi�２０16），原始的鳥盤類の顎の一部
などである（東�1991a；真鍋・バレット�２０００）．

福井県の恐竜
福井県では，石川県白山市（旧白峰村）での恐竜化

石発見を受けて，1988年，すでにワニの全身骨格が発
掘されていた勝山市北谷での予備調査を開始，獣脚類
の歯などが見つかり，翌1989年から本格的な恐竜化

石発掘調査が開始された（東�1989；東�1991b）．そ
の現場には，手取層群北谷層が分布し，数多くの脊
椎動物化石が採集されている．恐竜化石としては，
Fukuiraptor kitadaniensis（フクイラプトル・キタダ
ニエンシス：獣脚類ネオベナートル科）（Azuma�
and�Currie�２０００），Fukuivenator paradoxus（フクイベ
ナートル・パラドクサス：獣脚類コエルロサウ
ル ス 類（Azuma�et�al.�２０16），Fukuisaurus tetoriensis
（フクイサウルス・テトリエンシス：イグアノ
ドン類）（Kobayashi�and�Azuma�２００3），Koshisaurus 
katsuyama（コシサウルス・カツヤマ：ハドロサ
ウルス上科）（Shibata�and�Azuma�２０15），Fukuititan 
nipponensis（フクイティタン・ニッポネンシス：竜
脚類ティタノサウルス形類）（Azuma�and�Shibata�
２０1０）が新属新種として記載報告されているほか，ド
ロマエオサウルス類の歯（Azuma�and�Currie�２０００ ; �
Currie�and�Azuma�２００6），オルニトミモサウルス類
の末節骨なども見つかっている（東ほか�２０13）．また
数多くの足跡化石（獣脚類，竜脚類，鳥脚類）も発掘
され，最近ヨロイ竜類の足跡化石も採集されている
（２０17年度の発掘調査によって新たにヨロイ竜類ノド
サウルス類の歯化石が発見された）．福井県大野市の
石徹白亜層群（伊月層相当）からはティラノサウルス
科の歯（Manabe�1999）やイグアノドン類の歯の化石
が報告されているほか，多くの足跡化石も見つかって
いる．さらに福井市美山町からも獣脚類，鳥脚類の足
跡化石，竜脚類と思われる恐竜の足跡化石が報告され
ている（Shimada�et�al.�２０1０）．

岐阜県の恐竜
岐阜県博物館の調査によって白川村で恐竜足跡化石

がみつかり，高山市荘川町からも肉食や草食恐竜の歯
化石が発見された（Hasegawa�et�al.�199０；岐阜県恐
竜化石学術調査団�199２；第 3 次岐阜県恐竜化石調査
団�1995；Hasegawa�et�al.�1995；Ohashi�２０11）．

手取恐竜動物群
北陸地域の恐竜化石は，手取層群石徹白亜層群～赤

岩亜層群から見つかっており，その時代は前期白亜
紀，バレミアン～アプチアンとされている．恐竜化石
の多産している福井県勝山市北谷と石川県白山市白峰
地域の恐竜化石群は，場所と産出層準の違いからそれ
ぞれ「勝山恐竜フォーナ」，「白峰恐竜フォーナ」とし
て認識できるが，一方でそれらを合わせて手取層群を
代表する「手取恐竜動物群（フォーナ）」とし，日本
やアジア各地の恐竜フォーナと比較していくことが可
能である．その詳細は柴田ほか（２０17）がまとめてい
る．
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柴田ほか（２０17）によれば，勝山恐竜フォーナと白
峰恐竜フォーナとでは構成要素が若干異なっていると
はいえ，手取恐竜フォーナは，アロサウルス上科や
ティタノサウルス形類，原始的なイグアノドン類の存
在で特徴づけられる．発掘によって多くの化石資料を
得ることで，手取層群の生物相が明らかになってきて
おり，恐竜時代の日本を生き生きと語ることができる
ようになった．日本では手取層群のほかに，兵庫県の
篠山層群（アルビアン）からも保存のよい恐竜化石が
産出しており，丹波・篠山恐竜フォーナとして認識で
きるものであるが，テリジノサウルス類や新角竜類が
存在するなど手取恐竜フォーナとは大きく異なってお
り，日本の恐竜フォーナの多様性を示している．

手取恐竜フォーナはまた，中国やタイといった東ア
ジアの恐竜フォーナとの相違を議論することが可能で
ある．どれも肉食恐竜を頂点とし植物食恐竜を底辺と
するピラミッドが成立しているが，恐竜以外のワニや
カメといった脊椎動物，無脊椎動物，植物化石も合わ
せて，東アジアの古生物地理，古環境変遷を議論する
ことができる．恐竜では，竜脚類，鳥脚類，獣脚類な
どの共通性と違いに注目し，恐竜フォーナの変遷など
が解明されるものと期待している．
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